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( ) 与式 = -～
(2 ) 与式 = 15a - 10 b - 8 a +4 b

= 7a - 6 bm
～

(3) 与 式 =

24ab × (- 3 b )
一 4 a

= 18m
(4) 与式 =

2
- 2 ×o ×√5 +√52

= 10 - 2√50 + 5 必 2√50 = 2× 5」2
= 15 - 10Emmmn = 1 O区

(5 ) 解 の 公式 より
- 4 ±√ 4ー 4 × 1 メレリ

x =

2 X 1

=一 4巻
=

- 4 ± 20万
2

= - 2 ±海…
m



16) 赤玉 を 赤 い 赤 2
、

白玉を 白 、 白 2 、
白
3 、 白 けと

する 。樹形国因は以下
の

通 り

赤 20 白 いメ 白 2 0

白 いメ 白 2 × 白 ( 白3 O
赤2

赤 1 白 2 メ 白3 メ 白 4 O

白 3 メ 白 4 メ

白 みメ

白 3 0 白 3 白 4 0
白 2

白 4 0

玉 の 取り 方 は 15 通り 、

そのうち 、 同 じ 色 の玉 の
～

取 り 出 し 方 は 7通り
、

よって 求 める確率は

点15
( 7 )

OA = 0 B = 0 c (円 の半径) より
0OABGOBCOOCA は

Yo
'
a

二等辺三角形
な 国 のように a

-

b を 定めると
、

b ‰ Lx =atbmmum

三角形 の 内角 の和 は 180より
40 × 2 ta × 2 tb ×2 = 1800

⇒
.
2at 2 b +80 = 100 ∞ a tb = 50

⇐ 2 a + 2 b = 100 よって 、Lx =5
～



( 8 )

① A 中学校の 度数が 最も 大 きいのは 22 人 で 、
階級は 60 ~ 90 なので 、最頻値は

60 + 90
2

= 75 分
～

B 中学校の 度数が 最も 大 きいのは 38人 で 、
階級は 90 ~ 120 なので 、 最頻値 は

90 + 120
2

= 分105
m

よって 最頻値 は B 中学校 の 方 が 大きいので㎡
② A 中学校のデータを 1 さい順に 並べると 、

… … o….図
40人

中央値
よって 中央値 は 40番目 と 41 番目 であり、

0 ～ 30 : 12 人

30 ～ 60 : 19 人 ↑ 12 + 19 = 31 人

60 ～ 90 : 22 人 3 1 + 22 = 53人

だから、 60 ～ 90 分 は 32 番目 ~ 53番目 なので 、
中央値 も 60 ~ 90 分
nnnnnn

の 階級 にある

B 中学校 のデータを 小 さい順 に 並べると 、



.
….
～h

100人 100人

中央値
よって 中央値 は 100番目 と 101 番目 であり

、

0 ～ 30 : 32 人

30 ～ 60 : 35人 ↑ 32 + 35 = 67 人

60 ～ 90 : 34 人 67 + 34 = 101 人

だから
、

60 ～ 90 分 は 68 番目 ~ 101 番目 なので
中央値 も 60 ~ 90 分
nnnn

の 階級 にある

以上 より 中央値 は 同 じ 階級にあるから品
③ 以下 、Q : 第 1 四分位数

、
Q 3 : 第 3 四分位数

とする

A 中学校 のデータをさい 順に 並べると 、
8ox

ー
80s

.

. '.. . :-ー :ー～
20人 Q3

20人

so.a. ー
40人 40人

よって
Q

.
: 2 番o 目 と 21番目

Q 3 : 60 番目 と 61番目



0 ～ 30 : 12 人

30 ～ 60 : 19 人 ↑ 12 + 19 = 31 人

60 ～ 90 : 22 人 ↑ 31 + 22 = 53人

90 ～ 120 : 13 心 53 + 13 = 66 人

であるから 30 ~ 60 分 は 13番目 ～ 31 番目 、

90 ~ 120分 は 54 番目 ～ 66 番目
、

よって

Q1= 45 . Q 3== 105

より 四分位範囲 は

Q 3 - Q .
= 105 - 45
= 60 分
mm

B中学校 のデータをさい順に 並べると 、
200人
ー
ゥ 50 51

… l -. 150 151 200

… 00 9 0 … 0

: :w～ー

Q3rs.～n
100人 100人

よって
Q

.
: 50番目 と 51番 目

Q 3 : 150 番目 と 151番目
0 ～ 30 : 32 人

30 ～ 60 : 35人 ↑ 32 + 35 = 67 人

60 ～ 90 : 34 人 ↑ 67 + 34 = 101 人

90 ～ 120 : 38 人 ↑ 101 + 38 = 139人



120 ～ 150 : 25人 で 139 + 25 = 164人

であるから 30 ~ 60 分 は 33番目 ～ 67番目
、

120 ～ 150 分 は 102 番目 ～ 139番目
、

よって

Q
,

一= 45 . Q 3 = 20+ 150 = 135

より 四分位範囲 は

Q 3 - Q ,
= 135 - 45
= 分
m

90

以上 より 四分位範囲 は B 中学校の 方 が 大きいので

‰

④

A 中学校 : 60 ～ 120 分 は
、
22 + 13 = 35 人

、

よって 割合 は

0 = 0
. 4375
～

B 中学校: 60~ 120分 は 、 34 + 38 = 72人

よって 割合 は

= 0.

以上 より A 中学校 の 方 が 大 きいので志



[2 ]

し ) ハ
Y y =xt3 Y = xt 3 において

ー 3 Ex 2 のときの Y の

変域 は高ー y の
。変域

O ≤ Y ≤ 5
mmn

ーの

1

-→ 追変域
rY Y = axにおいて、

β」n変域 一 3 ≡ Y2 のときの Y の

変域 は

> x 0 ≤ Y ☆mmmn ー②
-3 ( 家

の 変域

のと ② が 一致 するから
、 ⑦= 5 したがって

、
Y = axi

は ( -3
.
5 ) を 通 るから
5 = ax (- 3 )

~

⇒ 5 = 9a : : a
-.

(2 )

OABC と OEAD に

おいて

仮定 より
A B = EA ー ①

平行四辺形 の性質より
BC = AD - ②



OABE は 二等辺三角形 であるから
LABE = LAE B ー ③

ADBC より 錯昔角 が等 しいから

LAEB = LEAD ー④
③

. ④ より

LABE = LEAD ー⑤
①
.
②

. ⑤ より 2組 の辺 とその 間 の 角 がそれぞれ
等 しいので 、 OABC ≡ DEADL 証明終わり )

( 3 )

to
品

30
e % 8

① 0
. P を 中心 として 半径 OP の 同 を描 く

⇒ 交点 を R とする
⇒ OP = PR = RO より ORPO は 正三角形
よって CROP = 600

②< ROP の =等分線 を 描 く

⇒ PR ~ との交点 が Q



[ 3 ]
() D APIAB

,
APIAD より

C

: APIBABCD
.

A
B よって

、

底面 を DABCD とするとと
p
,

高 さは AP の 四角錐 だから
: 求 める 体積 は

H…
…… G

6 × 6 × 1 × B = 12cmm

,
,

.

"

E F

( 2
)

℃ C 立体 に 関 する 三平方 の

AT
6 及

定 理 より

6 DQ=√ 6 ~+ 6 ~+ 6 ㎡

:
。② =√ 36 + 36二

H

…

…
…

=√10
G

,

,

"
= 6.Bcmmmm

E F

( 参考 )

a
. な 因 において

Bi品 AE = NG
'

tb
'

tC
2

b
“
e

E C
1 F



(3 ) D
CR を通 り BC に 平行 な 直線 と

: BF との 交点 を R とする
A ,

3 レ ゾ r
OAPD ≡ OR

'QR より

㎡ リ AP = R
'

Q

⇒ BQ = 9 cm
,
R
'

Q = 3 cm
L

追: より B RI = 6 cm

G BR = CR より

,

,

"
CR = - 6ommmn

E F

(4 )

D D 6
xC C ー

: ℃ :
A

「

B AX
6 ⑬

A
"
孕

6

6
3

P 。

: 0 R P 。 : 9 oRP 。

; 9
。R

He
… G

Hi..
… G

が!…
G0

,
,

.

"

,

,

"

,
,

.

"

E F E F E F

求 める 体積 は
四角錐 D - ABPQ + 四角錐 D - BCRQ



四角錐 D - ABPQ

(3 + 9 ) × 6
× 6 × 子 = 36 × 6 × 8

2

mmmABpQ
"

AD = 172

四角錐 D - BCRQ

( 6 + 9 ) × 6

～

pBcra愛 "
5 = 45 × 6 × 8

= 90

よって 、 求 める体積 は
72 + 90 = 162 cm

㎥

mnwn

[4]

い ) 家族 の 人数 を x 人 とする
5x + 3 = 6 x - 2

⇒ - x = - 5

: .x = 5

また 、クッキーの数 は

5 × 5 + 3 = 25 + 3

= 28

家族 の 人数 = 5 人
、

クッキーの 数 = 28個mmmmmunny



(2 )

① 1 個あたり 、クッキーは 20 円 、 ドーナツは 50円 だから
20 x t 50ymmmn = 1000

② 20xt 50 Y = 1000 を Y について
解

くと 、
50 y = - 20 x + 1000

:
: Y = -5x + 20
) …

③ x が点の 倍数であれば、 一 5 x は 整数 となり

整数+ 20 = 整数だから、 Y も 整数となる。

④
.

( ;) x = 5 のとき クッキー 5個

Y = 一 ⑤×5 + 20 言 ドーナツ 18 個
) 差 はB廻

= - 2 + 20

= 18 :

.

( i ; ) x = 10のとき

言
クッキー 10個 ) 差 は6えY = - ⑤× 10 + 20 ドーナッ 16 個

= 一 4 + 20

= 16
i



.

( iii ) x = 15 のとき クッキー15個

Y = - ⑤× +15 20 言 ドーナツ 141個
) 差 は個上

= - 6 + 20
= 14 :

.

( iV ) x = 20のとき クッキー 20個

y = - 5 ×20 + 20 言 ドーナツは 1国
) 差 は 国個よ

= - 8+ 20
= 12 i

以降、
x
が 増加すると 、 差 は 大 きくなるので、

クッキーとドーナツの 差 が最 も 少 ないのは 、 x =15 のとき

よって

クッキー 15個 、 ドーナツ14
個

(3 )

① ドーナツの 値段 を x 円 とすると

x

28
× 100 = 40 ( % )

⇒ 28 00 = 40x

: ∴ x =7

よって 70 円
mm



② クッキーの 値段 を 9 月 とすると

号 × 100 - 40 (% )

⇒ 1200 = 40 a

:
: a = 30

したがって 、クッキー 1 個 の値段 は 30~

クッキーを x 個
、 ドーナツを 4 個作 るとする

。

クッキーとドーナツを 合 わせて 1000個作 るから
xty = 1000 ー ①

24000 円 の 利益を 出 すとすると 、
30x + 70 Y 」( ～ - ( 12 x + 28Y
)

～ワッキーとドーナッ
= 24000 -

クッキーとドーナッ
の 売 り 上 げ の 原価

② を 整理 すると
18x + 42 Y = 24000

⇒ 3 x t 7 Y = 4000 ー ③

① × 3 - ③ より
3 x t 3 Y = 3000

ー ) 3 x t 7 Y = 4000
- 4 Y = - 1000

Y = 250

Y =250 を ① に 代入 して

x t 250 = 1000 . :x = 750

よって 、ワッキー750
個
」 ドーナッ 250個mmmnmwww



[ 5 ]

し ) ケンタさんは 50 分 で 4000 m進 んだから 、 速さ
4000 ÷ 50 = 80

よって 毎分mnom

に) Y = axtb とおくと 、 ( 9 ,0 ) , ( 29 , 4000 )
を

通 る
から

0 = 9 a t b ー ①

ー ) 4000 = 29a tb ー②

- 4000 = - 209

a = 200

a = 200 をのに代入 して

0 = 9 × 200 tb : b = - 1800

よって 、 Y = 200 x -1800

13) ケンタさんについて 、 Y を x の 式 で表 すと 、 Y =80
x～

追 いつくのは 、 Y = 80 x と Y = 200 x - 1800 の

交点 だから 、

80 x = 200 x - 1800

- 120 x = - 1800

.
. x = 15

したがって 、 サクラさんがケンタさんに 追いついたのは 、
午後 2 時 15 分mmmm



( 4
)

P → Q まで 34 分 で 内 10分
は 休憩していたから、

。 ; "
"

移動 した 時間 は 24 分
、

「 \

屰 よってハルキさんの 速 さは

羹懊 4=撃
よって

、 ハルキさんについて
、

な分⑮ リ
mum

334
Y を x の 式で表 すと Y⑤0x

y =200 x - 600
サクラさんが 午後 2 時 3強 に P地点 を 出発 したと

すると 、 ハルキさんが休憩 しはじめたときに 、

サクラさんが 追 いついたことになる 、
よって 、 このとき

サクラさんについて 、 Y を x
の式 で 表 す

。
Y = axtbE

おくと 、( 3 ,0
)
」(23 , 4000 )

を

通 るから
0 = 3 a tb ーの

- ) 4000 =23 atb ー②
- 4000 = -20a

a = 200

a =200 をめに代入 して

0 = 3 × 200 + b < : b = - 600

よって 、 Y =200 x - 600
mmmmmm

これと 、 =
500
x との 交点 を 求めると 、

500x = 200 x - 600



⇒ 500x = 600 x - 1800

⇒ - 100 x = - 1800

:
: x = 18

よって 、 ハルキさんが地点 R で 休憩したのは 、
午後 2 時 18 分
mnnn

からである


